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教材ミしての天丈學講犠春ミ夏の星々 257rt　　　　2、　僕　中　晧　計
　　　へ日　　噂　　計
　置ls数理的考察
　　　イ、算術の諸問題目して、
　　　　1、天燈の距離ミ大型さ
　　　　2、巳時の計算
　　　ロ、幾何墨の諸問題
　　　　1、天工の形欺
　　　　販太陽系の胃壁
　　　　3、三夜s四季
　　　　4、月　の　盈　盧
　　　・＼露礁物理の自門題
　　　　1、光熱の比較
　　　　2、引力の計算：
二、．人生一般のアζめに
　甲、常識こしての天文學
　　　イ、地畔の鑛張Sして
　　　ロ、熟察科學のモデルミして
　　　ノ、、精密潮斗學のモテ㌧レSして
　乙、藝術封象Sしての天睡美
　　　イ、光輝　の　美
　　　ロ、形　象　の　美
　　　ハ、蓮：行　の　美
　　　二、累蓮鏡裡の天騰美
山本日1まζ一
　　ホ、i詐術活動εしての天丈學
　　　孔天文家の生活
　　　2、天恩・台の生活
　　　　3、槻測の七七
　　　4、　藪聖天丈學の魅力
　　へ、
丙s入生哲理i！しての天文學
　　／、生活原理の暗示ミして
　　ロ、本se　Sしての宇宙麹
　　ハ、認識論の立揚から
　　二、文イヒ吏Sしての天二丈學」史．
　　ホ、迷信の素材ビしての天聴學
丁、趣味ミしての天文
　　イ、個人的趣昧
　　ロ、艇：交的趣妹
　　ハ、族行者の趣．味
戊、實世活のナrめに
　　イ、時　　　　　刻
　　ロ、方　　　　　位
　　ハ、精　密　位　置
　　二、日光利用法
　　　1、光線の利用
　　　2、夏　　時　　法
　　ホ、卍字族行術
　　現今、中等諸學技が天文教材の取捨及び取り扱かひについて迷ってみるに反し、小學
校でロ既に多くの天文教材か探用し、小國民すこちの心に大宇宙の清直な傳へろこEt；着目
ぜられf：の［i吾人の注意すべき事である。去るご月中旬、自分は京者肺内の小學教育E“t：
ちの求めに慮じて、上記の講義なしナこ。本講の要目tt先づ純學術的見地から天文敏材の分
析た配列けこのであるから、現在の小學敦科中には此の見地から見て葺けてみる部分が少
なくない◎一ごにかく、小學ε言ばす中三一S言ばす、一般に此の要目の齪列に從って
天目教材な撰羅ぜられ六ら最も適當であらうご自分li！信ずうから、世の教育者ならびに丈
部當局の一顧た希望する次第である。
　　　　　　　　　　　　　春M夏の星々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C．N．永　　）　ム　ス
　冬の間匡、夜の第一の輝星シリウス亡、第五の輝星カペラ亡が暗い空た飾うが、春の季
節にに、第四の輝星ご1ガ書、第六の輝星ア！クトウルεが其れに交代する。雌の頃の夕
＄tJ（：：　｛z［L、ア1グ1・　v，レの方がエ｛かよりも空に高い。しかし、ご1ガの青い光りが：夏にも
なれば子午線の中で殆んご天項に圭でも來ろのに、アiクトウルの方ほ天ta［：tSl　meしない
　黄金色のア1クトウルの光りに「春の先き鯛れ」S呼んでも好かろう。へび、かんむり、
ヘルクレX、りよう、おほぺ淑、おとめC）、11、．座すこちに園まれ才こ天空の、ま壌を廃の下部に此
の星ば位置を占めてみる。北斗の劔先き・・南東の方へfi然に延びナこ所になってみろので、
アークトウルのこがれの輝やきな見つけるのぱ容易である。
　ま琶を座のア1クトウル星に就いてばいろいろt興味深い事が思ひ出されろ。まつ第一
に．ア｝クトウ測底毎秒一百マイルミいふ大速力で、吾が世界の方ヘーH散［：飛んで來
つSある。しかし、何しろ此の星が吾々から二百兆マイ，レも旧く距7：つてみるので、吾々
lt此の星が吾が地球ε間もなく衝突するなご亡心配ずろ必要ば無い。ア1ク〉ウルに實に
国大な太陽で、其の直穫ぱ吾が太陽の三十倍もある。だから、誰でも既に自足してみるこ
定だろうカ㌔吾が太陽ば決してア1〃トウル亡比べられろ程輝Pかしいもので［tないの
だ。若し吾が太陽が、ア1クトウJtz　S同じ遠距離一一一一二百兆マイル以上の遠方から一一地
球た照らすならiで、それ口此の豪き為の星座の大將星の、入十五分の一の光りに輝やくに
過ぎない。　　　　　　　　　　　　　（＝．　1）Xlン町［：て）　或る年の五月八日
？68　．一
　　　　　　　　　　　　同　好　會
O岡山馬堀　岡山（：於ける総画エ去る四
月十、十一雨日開催され7二が、其の詳細報告
1工次頁にo
O東京支部第一回報告
　　　　　　　　　　　（力闘　淺野俊雄）
　本立東京支mStt昨年十一月七日山本教授御
臨席の下に開設されて以七日術豪く僅に玉ケ
月な経ナこるのみであるが支部幹事五藤齊三氏
の非常なる努力により順調なる爽展為送げ當
二月末日迄に行へる事業1目次の通りであろ。
・・j支部閉設
　以來幹事宅
　にて毎．週・1：
　曜目の夜談
　話。曲想の
　會た開催す
　る事十六同
　に及べリ。
　1’tf回の出席
　港1工皆熱烈
　な星の愛好
　・者であるが
　一月三日金
　星の最大光
　輝だ観測す
　べく正午過
　よリ夜に亘
????．?
?
々　報
間、日々槻望者牛均九百人上敷大約一・萬人
に及ぶの好成績な以て、十四日大成功裡に
終了ttる1㌔支部員一同欣快に堪へざる所
である。終りにこの催しに憎して亡られナ
ろ、東京日々新聞rrt藤村松之助氏の御鯖力
ゐ9画面致しますo
O大牟田支部幹事より
　山本一清先生　　　　　　古賀　和古
　拝啓上弓1のない程御無沙汰ゐρ致しまし幽た何
うそ悪からす敵して下さい
　　　　　　　　　　　　　　日下私1工大
　　　　　　　　　　　　　牟田市制等に
　　　　　　　　　　　　　引u出されて
畷
幽盟東京「二こも博」での太陽三雲
　り鋳ろ総合に十三名の出席あり才こる外從來
　の出席者が概ね少裁で甚だ遺憾であった。
　今後に各位の密って御出席あらん事た罵る
　次第である。
（二）當支部に具髄的活動の箪一ゼラ亡して去る
　一月、二月に亘り、上野不忽池畔に於て開
　催され7二東京日々新聞肚主催の「こe’も博
　賢會」にて、天丈智識普及の爲に馬煙望遠
　鏡により折柄活動期に入れる太陽な一般
　入場者に潜蟄に観望ぜしめろ事を計回し、
　ll本光學工業株式會就の援助もあり二∫］一・
　日より、十四「1間幹事、五藤氏會員小島中
　佐淺野、吉富の諸氏會場に出席し、80粍三
　豪、110粍一豪為以て、日々太陽無黒占彪観
　望ぜしめ、直面の宣傳；磐兼a六黒黒占説明害
　三萬枚な印刷して、槻望者其他に配布し、
　；場内獲行の「コドモ日々」には五藤幹事の
　「お日禄の話」ピ云ふ小供の爲の記事な掲載
　し緊。十四日間、曇天の三日毒除き十一口
lll：言舌のゴタゴ
タなε’に巻き
込まして頓ご
會の事も御世
話が出來まぜ
んでし7二
　會員名簿か
見まして當市
の會員の減じ
様が絵り甚だ
しいの｛こ驚き
まし才：feブk松
m君や坂本君
なごご学力し
一’ｭ今少しヲξ予熱ゐρ引き起しナ：いt二つ“C居ま
す。
　－r度本イ1：一ヒ月より客価†∫の學丞警委ft｛こノ↓：りま
し’たから軍極都合が好いのであります
　共れから古賀恒星圃の原朔は私が持て居り
ましても無用でありますから同好會へ寄附致
します溢れで誤まりの庭を修正して御安く嚢
回して下さい修正するに【節『にも手間lt掛り
まぜぬ又原判さへあ韻ゴ後［工至極安側二二來
ますから會員諸氏の爲めに右御引受下さい。
明日小包郵便にてi麓ります〇十二月七fl
O山本博士の各地歴訪　去る三月末より四月
始めへかけて外務省の囑托事務の．tiめ山本’’”
清博士lt東京から九州までの諸所に潤張され
7こが、其の機に
　3刀28日　　横濱　　4刀5［1　大牟田
　4月6日　　　fi　p可　　　4月7fl　　　一ド　
?
の各亥二部lt・歴訪ぜら主し．たo
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臓蟹贈鞍懸プ晃㌘｝
四月八日に，津山町で，，
　午後二時から高等女學校に於ける山本博士
　　　の講演一約六百の女面生を主亡しすこ
　　　二合で，題11「天心の興味」であっずこが
　　　特に，来國ハーゾ・一ド大學天文蔓に於
　　　ける婦人天文家ナこちの事が説き加へら
　　　れナこ。
　午後ヒ時から津山基督教圖書館内で講習會，羅嚢撚鴛瀦翻
　　　・・磯によ興野齢弾け・■
0岡山の聞込「凶報皆
本誌の前號に豫告しナこ如く，去る四月に岡1
国月九日に，倉敷町の旭町小學校で
　午後二時から講演會，．始めに水野千里氏の
　　　「天助蜜ミに何ぞや」，次いで山本博士
　　　の「天交學の今昔」があっ1こ。集まつナこ
　　　者に約三百であっ7：0此の會の開倉に
　　　：先立ち，同地の原澄治氏（本持々員）の
　　　寄附金によって薪天：交皇が建設せられ
　　　ろこSが決定し，從って其れが水野氏
　　　【こよっ’（公表・こられ’7この1工堂衆一同の
　　　驚きであっナこO一帯後，有志の人々
　　　に同地内の天丈蔓建設豫定地な見分し
　　　すごO
　さ♂G　いよいよ
囲月十日からば中心が岡山市の市立商象学校
　　　内に移って
午後一時から第四剛軸講習伽素本博士
　　　の「置賜ビは何ぞや」が開講ぜられブこ。
　　　雛講者しに約三十名。
　午後七時牛からば大講演會で，まつ水野千
　　　里氏の「東宮殿下t幽閑學」，憂いで荒
　　　木理學士の「科學者εしての口本人」，
　　　終りに・病氣のナこめ出席見合ばぜ書な
　　　っ7：上田理iSt一士の代りに山本博士が臨
　　　時に天文幻燈書の解説秘ぜられすこ。會
　　　する者糸勺三章ro其の後，水野中村言者氏
　　　の指導で天騰観望が催されナこ。
圏月十一日｛：（ll
　朝早くから「天丈展愛敬」が開かれ，多くの
　　　天文囲書，器械，見本等が陳列ぜられ
　　　ブこ。
　午前八時からば昨日の講習會の績講があっ
　　ナこ．が，正午少しく前に終了◎
午後一時傘から．ば総會が開力・＊し
　1・　並物報告（山本幹事）
　2・　日計報告（竹内氏）
　3．　新事業の計書協議一：一Lrく同好會の
　　名々鞭って建設さるべき倉敷天文ee　t
　　藤村て大坂）天文籔に平する凝議，及び
　．「天界」編輯に關する意見交換があっ7：
4　決議案Sしてに，本會規則第七條第
　一項により原肥治氏為，叉同上二項に
　より西岡永太郎武定見出了氏ごな，又
　同第三項により東京天文嘉長李山信博
　士i！水澤緯度観測所長木村榮博士ビた
　いつ伶も名響會員に推薦するこe，叉
　…二期の定：期野牛p開催塊定してに示申戸，．
　東京，；墓躍の三門が二折tfられ，殊に
　門田からの要望に極めて熱心であっナこ
　が，決局lt其の取り決めか幹部に一任
　するこEl：けこ。術，此の時東京支部
　の代目者によって・「天界」が東宮御殿
　に壁上ぜられる手解きが順調に蓮；びつ
　S：あるこ亡が一同の感謝の内に報告さ
　れナこ。
5．規則の改正it，第三條，第四條，第
　五際［こ加へられ，：又第十條は腰されプこ
　（別頁参照）．
6．　幹部の鵡選に，決局，全部重任Eな
　る。
　．午後四時雫から笹岡亭で晩餐會。
　午後八時からば學術講演會。まつ中村要望
　　　が「天空冥罰鏡s其の製作法」特［：反射
　　　鏡面の作り方奄熱心に講演rtられナこ。
　　　ついで山本博士の「人生哲學Eしての
　　　天文學」があり，十一時置乱しブこo
O倉敷天文毫の建：魔軍囎峨の如く
今圃いよいよ岡山縣倉敷町に背丈同好會の第
一號天重星が建設される＝亡．が決定しすこ。器
械ば多分力1レゾーの32センチ反射鏡な主部す
↑る筈。其の設計，鍛備，地羅占，草聖方針及び
　同好會員の特典等に追って本誌上に襲表ぜら
　れろ筈。建設委員に町分の内，山本』浩，水
野千里，操車治の前事であみ。
O藤村天文蔓の計豊大阪市外に居佳
　される藤村義正氏の特志により，本會の第二
號天文憂が大阪血症に建設ぜられるこtが確
定しすご。器械ミしてに50センチ級の反射鏡：又
　i／30センチ級の屈折鏡が主亡なる筈。建設委
270　　　　　　　　　　　夫丈同好會・々報
員に當分のうち山本一清，藤村義正・百濟教
猷，吉岡哲夫，宮森作造の五氏である。詳細
は回報。
會計報告（大正十四年度）
會費工員
出版物費上高
観測空費平入
麿告料
寄附金
繰越金
　計
備品費
酒粍費
雑誌印刷費
出版費
原稿料
事務費
　計
言
?
?
差引（大正十四年末現在）
　卜1」
2970．Ot
7召3．34
　4，4．　oro
lll．90
　71．00
309．035
4339．815
　iv　O．75
　1u．74
2，226，46
462．78
144．oO
929．　，23
3773．96
565S55
　　　　　　急　　　報
　本會の幹事山本一清博士ば大阪田印局から
「天髄宇宙の構造」ご題する講蹟な蓮績放逡さ
れるこSS7aつ7こ。夏の星空fP迎へる準備S
して，欠，今の時世に慮する天丈學の敏科書
が無い今、ちょうご庇の敏：昭准補ふ意昧で天
文學全般にわナこる基礎的智識：L？して，會員7”1
ちの聴講為望む。
　　　　　　大正十五年
　　四月十入日　星　空　の　外　凝
　　四月廿五日天膿の野卑
　　五月二日　天動か地動か？
　　五月九臼太陽系の購造（其の一）
　　五月十六日　太陽系の構造（其の二）
　　五月汁三日　太陽系の過去S区切
　　五月三十日恒星への距離
　　六月六日恒星界の諸響動
　　六月十三日　恒星界の　物理
　　六月二十日大宇宙小宇宙
口に皆日曜で時間匡午前十一時十分から。但
し四月二十五日だけに午後七時二十分から
1926年4月13日　　天文同好會
　　　　　天文同好會規則
　　　　　　（大正十五年四月十一日改）
第一條　此ノ會チ天文同好會ト云ア
第二條　此ノ會ハ天丈學ノ了解チ進メ兼ネテ
　同好者相：互ノ親睦チ櫓スノが貝回デア，レ』
第三條　本部チ京都市吉田町京都大畠天文皇
　内二四グ，又写員密集ノ地ニハ支部チ置ク
　享ガアrレ
第四條　」比ノ會ハ其ノ目的チ達スルノ爲メ次ノ
　事業チ行フ
　　一，講演（例解毎月一画，総會年一圃・
　　　其他臨時會）
　　二，講習（各地デ臨時二開ク）
　　三，羅誌圖書ノ出馬（叢誌日月一回會員
　　　　ニハ無代配布，圖書ハ随時）
　　四・門地観測
　　五，天下蔓の母国（球趣ニハ特権ガアル）
第五條此ノ會ノ目的二賛同スル者ハ誰デ毛
　増員ニナレJV
　　但シ會費トシテ毎月金五拾銭ノ割デ・成
　ルベク宇上分叉日盛：ノ倍撒ヅPチ前金デ納
　入スルコト箔シーケ年分前擶ナラバ金五圓
　＝割引スル
　申込ノ際目佳所職業垂年チ甜入セラレタイ
第六條　本會ノ経費チ支持ス）V趣意デ毎年金
三里圓以上ヲ醗出7・）レ者チ維持會員トス，V
第七條一時金壼百圓以上チ寄附スル者及ビ
　會員五十名以上チ紹介シタル者及総會二iXt
　特二推雑報ラソタ者チ名雑輩員トスJレ
第八條　此ノ會ノ幹部ハ次ノ通り
　　幹審　　無名　　　　會計　　一名
　　此ノ幹部ハ総會デ洞戸セラソル者デ任期
　　ノ・一ケ年
第九條　此ノ會二詔1議員若干名チ置キ，幹部
　ノ相談相手トナル
　天文同好會大正十五年度幹部
　　　幹　事　　　　11i本一清
　　　　同　　　　上田　穣
　　　　同　　　　荒木俊馬
　　　會　計　　　　竹内忠治
